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まえがき 
 
本報告書は、平成 17年度にアジア経済研究所において開催された｢新興工
業国における雇用と社会政策｣研究会の成果である。同研究会は、平成 18年
度末に最終成果の提出を予定しており、本報告書はそのための予備的考察と

いう性格をもつ。1980年代以降アジア、アフリカ、ラテンアメリカの新興工
業国においてグローバリゼーションの進展の中、各国ともフォーマル部門に

おける従来型の雇用関係の変容・柔軟化の傾向がみられるか、議論されるよ

うになった。さらにインフォーマルセクターの拡大やフォーマル部門のイン

フォーマル化という現象も国によっては見られるようになった。それにとも

ない労働政策・社会保障政策にも変容がみとめられる。本研究会は、雇用関

係の変容と、それと並行して行われた労働・社会保障改革の実態とその要因

を解明することを目的とする。 
新興工業国を対象とした本研究の目的は、具体的には以下の 3点に集約で
きる。1)1980年代以降における雇用関係の変容・柔軟化の実態と制度的変化
を解明する。2) 1980 年代以降みられた雇用関係の変容・柔軟化と従来の社
会保障制度あるいは福祉国家との間にどのような問題があり、どのような方

向の政策が採られているのかを解明する。3) そうした雇用関係の変容・柔軟
化を推進した、あるいはしなかった政治的経済的要因を解明する。 
そのためにこの報告書では、以下の諸点に関し各国の状況を明らかにし、

研究会として情報を共有するとともに、今後の研究の基礎資料としたい。1)
分析対象ならびに方法論に関する先行研究、2)雇用・労働市場の状況、3)労
働法・雇用制度の変化の傾向、4)インフォーマルセクターの状況（特にラテ
ンアメリカと南アフリカにおいて）、5)労働組合の状況、6)企業家団体とその
位置づけ、7)雇用変化に対応した社会保障改革。 
 また、本研究会には上智大学の三浦まり氏、早稲田大学の久米郁男氏を講

師としてお招きし、雇用・労働問題に関する理論・実証研究面での貴重なご

示唆を頂いた。ここで両名に感謝の意を表明したい。        編者 
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